
札 幌 よ り 京 都 へ

               短食二の二　 西 居 一 枝

 北の都札幌市内 を見学して ・又私達一 行は登別温 泉へ と向かつた。 途中,全 く北海道な

らではと思われ る大工業あ り,大 牧場あり。 この世は「天国じや 」と云いたげな牛,馬 の

間を真直 ぐに走 る国道 をつっぱしる。 しか し私達は この雄大な景色も7日 目ともな ると少

少 あいてきて ・一 同コツク リコツク リとや り始め る。 遂には二号車s先 生を初め として全

滅g目 をあいてきばつているものはほんの数人 とな りg人 の眠 顔を見わたして見わた して

喜んでい る。

 バスが少 し小高い所へ来て止ったので,一 同塾 どういてバ スな寿りるとすごい広い所で

羊 ケ丘と云い,普 通 天気の良い時は羊がい るとか ・残念なが ら誰がお精進が悪いのか,こ

て2,5日 雲ってい恥 しかしこれ又すば らし《ずっ と果 ての方まで見わたせ,視 界をさま

た げる物等一っ もない。 全 《北海道である。

 又北海道 のアイ ヌ部落 白老 コタンにも行 《。 ここは,純 粋のアイヌ入が少な 《なっ たと
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'云わ
れる内で,純 粋 のアイヌ入だ と去われる。 ここで,ア イヌの踊り『,アイヌの宝物 ・工

芸品等を見せて もらう。 こζの首長さん催真白なヴイシヤツを着てs折 目正しいズボンを

はいている。写真 をとるとなると,そ の上か らブイ ヌの着物を藩,帽 子をかぶるaま さし

《インスタン ト。その首長ざん又話術 を心得 ていで,ア イヌ語7欝 本語,珍 英語が飛び出

す。私達 もすっか りアイヌついて,ピrJ.#r°'1カ サ ン ドシr}ピηカ9イ ンナケルピ リカ9

ヌウンケクスネ と歌い出し,ベ ンダンと指輪 を買つて と(い がっているo

 そして一 目中バスにゆられて,遊 ζ着いた先が東洋』の温泉旅餌gこ れ又,混 浴 で有名

ときている。先生 として頭の痛い所。 この登別温泉の湧き出ている地獄 乏や らを見に行 《。

さすが名の如 《tす ごい もの。 歩いてい る足元から湯気が出て 《'る。危険区域では,ボ ツ

ボツと坊主 が出 き,略 うもうと煙をはいてい る。蹴 さんの気焔もさなが らこんな もので

あろ う。その夜.こ の大浴場のある第同滝本旅館で・一泊Qさ すが湯の町,ゆ か た姿で夜おそ

《ま でぞぢそろ歩 いている人が多Lb私 達一行 も少 々 うか勲て 《る。 こあ旅館はすご 《大

き 《て,何 度 も捲字になつて しま う。上級生は ダンスホールでさっそ うど躍つているが,

二回生庶ア渚ヌの熊祭 りを見に行つだ り9上 級生のダ ンスを指を 《わえ℃ 見ていた り。 こ

◆とゼ
,出 癸 以 来姶めてのマッ トレスに大よろ こがで,貧 乏性は眠れなびとか云つていて も

一晩中運動す る人がいて両サイドは被害甚大である6'

 明《る日の11日 目,眠 心地よ 《て,な かなか起 きられない。 この 日略 又1日 中バスに

ゆ られて洞爺湖へ。一夜にして出来た昭和新幽 を征服する。頂上か らσ5眺めは叉格別,洞

爺湖を見おろして,意 気たん たん となったがいいが ∵下 りが大愛,靴 を脱 ぎ出す人 も田 る

始宋。男性に とっては写真 の とり所であ る。

 先きほ ど見♪ うした洞爺湖 を遊覧船で一廻 り,上 で眺めたの とは全《・異 り美 しい。昭和

新山,明 治 新山と相並 ぶ幽々 を眺め,嶺 亀の島や大山の島の齎を通bぬ ける。 このすば ら

・しい 風景をカメラにお さあ ない ものはない。 船か ら上つてか らボート・毛一タボー ト等が

半額 老の事,し か し8月 とは云え,こ こは さすが北 海道で寒いの と,1日 中バスでゆられ

て疲れでいるの とで,乗 つた入は無かっ た模 様。大半は指定めみやげもの屋へ殺到 し島

指建め所 では2割 引きとか,し か し2割 引いて もらって も9今 までの所より高 いの で買 も

のをやめにした人 も多 《あつた。又,み や げ ものやを恥 ・目に引き上ザ た私達よ りも前に

帰っていて,温 泉 にっ渉って上気備 ζなつて いる人 もいた。この旅館ぽ山の上 ホテルとは

云 うがアパ讐 トのよ うな建物 で,そ の窓 々に1ま,万 国々旗がたなび 《:』・男性でな 《とも見

ていて楽 しい。5段 よリパ ンテイが舞い落 ちて《る。 さすが 女子ばか ケみ旅六団体であ る。
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ζのホテルは少 し小高い所にあっ f洞 爺湖をは さんで葵し《そびえる蝦輿富士g羊 蹄山

が一眺。 この山 も今 までの湖や山のように,Qマ ンチツクな儀説がまっわ るのであゐ う◎

湖,幽 とでさなが ら漢鋳にで も出でき  O

 北海道上陸後八田間の旅を終えて,今 日内地に帰る事 となる。最饅に函館市内遊覧 石

川琢木の座像,ト ラげス ト修道院等を兇てまわ る。景色はいいのだが,い かの干 した奥が

はなはだし《町鋤 が臭い。それにこぶの干した臭いが混ぜ合さ りなん ともいえない函館

香水 とな る。甫内遊覧最後に函館山 にバスにて登る◎少し鐸ってはいるが,眺 めはすば ら

しい。左に函館湾,右 に何 とか湾 その間に大小 の家がつまつてい る。そ して函館港には大

きな船があ り9ち よ うど冑 函遮絡船が出港する所ですごいのどかな感じがす る。 これが夜

ともな り家々に燈が ともり,港 のネオンサインがっ 《と欺界三大夜景の名 に恥じない眺め

であろ う。

 函館山を最 後に冑函速絡船に乗 り込む。約...≫時聞近 《遅れている上に,簸 員より250

名ほ どオ－バー それに加えて私達団体は地下5段 の船塚,私 が寝てい る板をへ だてた横

には,に しんが泳 いでいるだろ う。しかし何 しろ船底のため暑い事 この上 なし。いよいよ

出港 ともなれば皆 甲板に出てテーヅ をに ぎっている。ソ運へ行 ζために同 じ船に乗ってい

る人麹 て ・その人の見送 りが 双 労働歌鰍 味 変輔 の・我姑 鮒 じと`まかりに大

声盈上げるが ウ我 々の兇選 りは悲しいかな郡先生のお榮苧さん と旅館の釧 こいちやん等 乙

人。 とて もかなわないn

 やがて騰発9私 遽 の楽 しかった事9面 白かった事 を残して北海道 を離れるQタ もやにぼん

や りとかすむ海 爆線を感慨無量でながめる。私逮を心か ら楽しませて 《れ た北海道へ yi

られるか,も う二度 と来られないかわか らない◎何だか外薗か ら離れ るよ うな感 じがす る。

その内北海道 とも別れ9青 森到着iζ近 《なると,出 ロは ものすごい入の波,頭 のテカテカ

のおじいちやん とワンワンとわめ 《赤ン坊等で大混雑,光 気発 らつ として汽車の席を番取

るために足に霞信のあ るものは圏分の荷物は荷物持ち組にまかせて9ハ ン ドバツク数コ を

持 って陣取つ てい る・ス ワ!着 陸 となると,押 し合いへし合いで,や っ との思いで外に

出ると楚つた走つた9大 学λつて以来 ζんなに走つた事がない と思われ る《らい楚 つた。

しか し,ど のホームへ漣つていいのかわか らず うろ うろしているもの9ど こで もいいか ら

つっぱしる者9違 う汽箪に乗っで しまう者やなんやでてんやわんや,全 《の引き揚げであ

る。私漸 岡交通交柱のはか らいで,席 が とれ9そ の夜は皆早 《眠 りに入った。 しか し皐

い と....つて も2乙 時 望0分 の汽車が遅れて 奮2時 前.そ れか らひとい き手柄話で もちきゆ 。
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 朝方 鼠をさます と今までと違Pた 感 じの景色.あ あ帰?て 来たなあと思 う。本当に策京

まで帰って来 ると,京 都へ帰つてしまつたよ うな気になる"旅 館へ行 《なり昼間からお風

呂へ入 り,今 までの旅のあかをすっか り落す と,今 までどこに入っていたか と愚 うよ うな

膿 を着て,サ ツソウと次から次へ と出て行 《。面会人がぞ 《ぞ 《あらわれる,電 簸がジヤ

ンジヤンかかつて《る。私達のグループ のよ うに何に もない ものは,該 関 でワアツシヨン

シヨウ を見,付 近の氷屋へ行 っ て又お風呂へ入つてそれ以上す る事なし。 しかたがないか

ら銀座へで も行 こうと愛 う事にな り畿たのはいいが,歩 けども歩 けども電車通 りに出 ないv

フ ト頭を上げた とζうが鐵た旅館,し かたがないので寝る事にした。

 東京で一揖が半数蜜こ減 り,一 路京都へ向かい9壌5日 間の大旅揖 を終え9お みやげがい

っぱいで両手に持てない 《らい。中で もすば らしかつたのは太田先生だった。
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